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明
建
神
社
の

「門
松
」

会

長

齋

藤

武

生

「門
松
は
冥
土
の
旅
の

一
里
塚

め
で
た
く
も
あ
り
　
め
で
た
く
も

な
し
」

一
体
和
尚

（
一
三
九
四
～

一
四
八

一
）

明
建
神
社
の
門
松
は
、　
一
般
の
家

庭
に
建
て
ら
れ
る
門
松
と
少
し
異
な

り
、
松

・
竹

。
し
め
縄
で
作
る
誠
に

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

使
用
す
る
松
は
、
長
さ
約
三
～
四

メ
ー
ト
ル
、
枝
が
五
段

（五
段
松
）

の
も
の
で
あ
る
。
建
て
方
は
、
長
さ

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
本
の
杭

（真
柱
）
に
松
を
結
え
、
三
本
の
添

本
で
倒
れ
な
い
よ
う
三
方
か
ら
支
え

る
。
そ
の
添
木
を
荒
縄
で
上
段
は

一

二
巻
き
、
下
段
は
七
巻
き
し
て
固
定

す
る
。

一
対
に
建
て
た
松
の
下
枝
か
ら
二

段
目
の
枝
に
、
そ
の
年
に
生
え
た
大

竹
を
葉
を
つ
け
た
ま
ま
、
二
本
の
松

を
繋
ぐ
よ
う
に
左
右
に
渡
し
、
そ
の

大
竹
に
御
幣
を
付
け
た
注
連
縄

（し

め
縄
）
を
結
わ
え
て
完
成
で
あ
る
。

こ
の
様
な
門
松
は
、
県
内
で
は
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
ル
ー
ツ

を
調
べ
た
。

承
久
三
年

（
〓

〓
一
一
年
）
東
胤

行
が
下
総
国

（千
葉
県
）
か
ら
郡
上

へ
入
部
し
た
時
に
、
東
家
の
氏
神
の

妙
見
菩
薩
を
勧
請
し
て
明
建
神
社
を

建
て
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ル
ー
ツ
は

千
葉
県
内
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
も
の
は

見
つ
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、

仙
台
市
博
物
館
前
に
明
建
神
社
と
同

じ
よ
う
な
門
松
が
建

っ
て
い
る
写
真

を
見
つ
け
た
。

そ
の
写
真
の
門
松
は
、
か
っ
て
仙

台
城
で
建
て
ら
れ
て
い
た
門
松
を
、

同
博
物
館
の
倉
橋
真
紀
先
生

（著
書

「研
究
ノ
ー
ト
仙
台
城
の
門
松
し
の

指
導
の
も
と
に
、
当
時
の
ま
ま
を
再

現
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ

た
。
そ
れ
以
後
、
毎
年
正
月
に
は
仙

台
市
の
瑞
鳳
殿
資
料
館
前
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
門
松
は
、
長
さ
が
六
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
真
柱

（栗
の
本
）
に

五
階
松
を
藤
組
で
縛
り
、
鬼
打
木
〈
お

に
う
ち
き
〉
（橡

〈く
ぬ
ぎ
〉
の
本

の
板
や
割
木
を
三
枚
か
ら

一
二
枚
、

真
柱
の
根
元
に
巻
き
付
け
縛
る
木
の

こ
と
）
を
付
け
、
「ケ
イ
ダ
イ
」
（注

連
縄
を
付
け
た
青
竹
の
こ
と
）
を
松

と
松
の
間
を
繋
ぐ
よ
う
に
渡
し
て
作

ら
れ
て
い
る
。

昔
は
こ
の
門
松
が
、
仙
台
城
の
門

四
二
カ
所
と
武
家
屋
敷
の
間
に
建
て

ら
れ
て
い
た
。

明
建
神
社
の
門
松
と
仙
台
市
博
物

館
の
門
松
の
双
方
を
比
べ
る
と
、

仙
台
城

・
武
家
屋
敷
で
は
五
階
松
と

か
七
階
松
を
使
用
し
て
い
る
。
（仙
台

で
の

一
般
の
家
で
は
三
階
松
を
使
用

し
て
い
る
）

明
建
神
社
で
は
仙
台
城

・
武
家
屋

敷
と
同
じ
よ
う
に
五
階
松
を
使
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
青
竹
に
注
連
縄
を

付
け
、
松
と
松
の
間
に
渡
し
て
取
り

付
け
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。

鬼
内
本
の
板
の
三
枚
が
添
え
木
の

三
本
に
、
鬼
内
木
の

一
二
枚
が
荒
縄

で
巻
く
数
の

一
二
巻
き
に
変
わ

っ
た

が
、
五
階
松

。
真
柱

ｏ
鬼
内
木

・
ケ

イ
ダ
イ
と
い
つ
た
要
素
は
類
似
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

東
家
は
関
東
の
武
士
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
東
家
の
本
家
で
建
て
ら
れ
て

い
た
門
松
と
同
じ
も
の
を
明
建
神
社

で
も
立
て
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
参
考
ま
で
に
、
門
松
の
由

来
等
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
る
。

平
安
時
代
の
貴
族
達
が
、
正
月
の

初
め
の
子

（ね
）
の
日
に
、
小
松
を

七
鈴
五
獣
鏡

岐
阜
県
指
定
重
要
文
化
財

時
代
　
ユハ
世
紀
中
ご
ろ

（約

一
五
〇
〇
年

一訓
）

管
理
者
　
徳
永
多
賀
神
社

鏡
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
全
体
の
四
分

の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
白
銅
製
で
、
鏡

面
は
光
沢
の
あ
る
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、

文
様
の
あ
る
面
は
外
か
ら
鋸
刃
文
帯
、
連

続
三
角
形
文
帯
、
偽
銘
帯
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
小
さ
な
五
つ
に
乳
と
形
状
不
明
な

五
獣
を
配
し
て
い
る
。
直
径

一
一
・
四
セ

ン
チ
、
周
囲
に
七
つ
の
鈴
が
あ

っ
た
が
、

そ
の
う
ち
三
個
が
欠
け
て
い
る
。
鈴
子
は

小
石
で
、
振
る
と
か
す
か
な
音
を
立
て
る
。
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根
ご
と
堀
り
取

っ
て
き
て
飾
り
、
千

代
を
祝

っ
た
。
松
は

一
年
中
、
葉
を

落
と
さ
な
い
常
緑
樹
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
若
葉
を
料
理
の
食
材
に

使
い
、
長
寿
を
願

っ
た
。
松
は
歳
神

様
が
宿
る
神
聖
な
木
と
し
て
崇
め
ら

れ
た
。

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
注
連
縄
が

一
般
に
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

注
連
縄
と
は
そ
の
区
画
が
神
聖
な
場

所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
不

浄
な
も
の
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

役
目
が
あ
り
、
門
松
と
同
様
に
歳
神

様
を
迎
え
入
れ
る
清
浄
な
場
所
で
、

神
霊
が
下
界
に
降
り
る
目
標
物
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。

竹
は
、
真

っ
直
ぐ
に
節
目
を
作
り

成
長
す
る
。
そ
の
姿
は
人
生
の
節
目

に
も
例
え
ら
れ
、
強
く
た
く
ま
し
く

し
な
や
か
な
竹
の
様
に
生
き
よ
と
の

意
味
が
あ
る
。

そ
の
竹
の
切
り
口
に
は
、
斜
め
に

切
る

「そ
ぎ
」
と
真
横
に
切
る

「寸

同
」
が
あ
る
。

「そ
ぎ
」
は
、
節
の
所
で
切
る
と
笑

っ
て
い
る
よ
う
に
な
り
、
切
る
箇
所

に
よ
り
切
り
回
の
表
情
が
変
わ
る
。

「そ
ぎ
」
に
切
る
よ
う
に
な

っ
た
の

は
、
徳
川
家
康
が
三
方
ヶ
原
の
戦
い

で
武
田
信
玄
に
敗
北
し
た
と
き
、
竹

を
武
田
家
の
首
に
見
立
て
て
斜
め
に

切
り
落
と
し

「次
は
武
田
を
切
る
」

と
そ
の
決
意
を
込
め
た
の
が
由
来
と

さ
れ
て
い
る
。

梅
は
、　
一
年
で
最
も
早
く
花
が
咲

き
実
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
縁
起
が
良

い
。
南
天
は
、
難
を
転
じ
る
。
葉
ボ

タ
ン
は
、
幾
重
に
も
重
な
り
合
う
葉

が

「吉
事
を
重
ね
る
」
と
さ
れ
る
。

私
は
、
明
建
神
社
の
氏
子
総
代
を

務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の

門
松
を
建
て
て
い
る
。
門
松
の
松
は

ど
こ
の
山
で
も
採

っ
て
良
い
と
は
言

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ご
時
世
、
近

隣
の
山
で
二
本
揃

っ
た
五
段
松
を
探

し
て
採
る
の
に
は
難
儀
し
て
い
る
。

今
年
も

一
二
月
に
は
、
明
建
神
社

に
門
松
を
建
て
る
。
初
詣
の
折
に
歴

史
あ
る
門
松
を
観
て
下
さ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

＞
元
旦
諸
候
登
城
の
絵
図

平
成
二
七
年
度
文
化
財
や
ま
と

四
〇
号
～
仏
像
の
見
方
を
通
し
て
～

で
種
類
別
に
如
来
、
菩
薩
、
明
王
、

天
部
、
声
間
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
の
如
来
、
菩
薩
の

見
分
け
方
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

京
都
の
広
隆
寺
や
千
本
釈
迦
堂
の

中
に
展
示
さ
れ
て
い
る
各
種
の
仏
像

を
拝
観
し
て
、
こ
の
仏
像
は
阿
弥
陀

如
来
像
だ
、
こ
の
仏
像
は
釈
迦
如
来

像
だ
、
こ
の
仏
像
は
聖
観
世
音
菩
薩

像
で
あ
り
そ
の
隣
は
如
意
輪
観
世
音

菩
薩
像
だ
と
答
え
ら
れ
る
方
は
、
仏

像
を
見
分
け
ら
れ
る
、
か
な
り
の
基

礎
知
識
の
あ
る
方
と
い
え
ま
す
。

如
来
五
種
に
つ
い
て
は
各
寺
院
の

御
本
尊
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
西

国
三
十
三
所
観
音
寺
の
御
本
尊
は
六

種
の
観
世
音
菩
薩
が
ほ
と
ん
ど
で
、

如
来
と
な
る
と
、
頭
、
顔
だ
け
で
は
、

大
日
如
来
以
外
は
見
分
け
る
事
は
困

難
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
下
記
の

一
か
ら
四
ま
で

の
見
分
け
方
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

一　

宗
派
に
よ
る
見
分
け
方

一
一　
谷
属

（け
ん
ぞ
く
）

脇
侍

（き

ょ
う
じ
）
本
尊
を
守
る
仏

〓
一　
印
相
　
手
や
指
の
し
ぐ
さ

四
　
装
身
具
に
よ
る
見
方

○
釈
迦
如
来

宗
派
　
天
台
宗
、
曹
洞
宗
、
臨
済

む不
、

脇
侍
　
並
日
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
、

薬
王
菩
薩
と
薬
上
菩
薩

印
相
　
釈
迦
如
来
の
五
印

釈
迦
如
来
の
五

○
阿
弥
陀
如
来

宗
派
　
浄
土
真
宗
、
浄
土
宗
、
天
台

一ホ

脇
侍
　
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩

印
相
　
阿
弥
陀
如
来
の
九
品
来
迎
印

○
薬
師
如
来

宗
派
　
華
厳
宗
、
法
相
宗
、
天
台
宗

脇
侍
　
月
光
菩
薩
と
日
光
菩
薩

印
相
　
右
手
の
五
指
を
つ
け
た
ま
ま

寺
院
を
ま
た
訪
ね
た
く
な
る
私
の
秘
訣

～
仏
像
の
見
方
を
通
し
て
～

降魔印 (触地印)

説法印 (転法輪印)
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開
い
て
、
薬
指
を
少
し
前
に
出
し
て

い
ま
す
。
左
手
は
平
ら
に
し
て
薬
壺

を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
も
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
右
手
を
見
ま
す
。

○
大
日
如
来

宗
派
　
真
言
宗
、
五
重
の
塔
の
御
本

尊
は
ほ
と
ん
ど
が
大
日
如
来
で
す
。

脇
侍
　
胎
蔵
界
　
宝
と
う
、
開
敷
華

王金
剛
界
　
阿
弥
陀
、
宝
生

印
相
　
法
界
定
印
、
胎
蔵
界

智
拳
印
、
金
剛
界

如
来
で
は
特
徴
的
な
の
は
宝
冠
を

か
ぶ
り
、
腕
や
首
、
足
に
飾
り
を
つ

け
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
観
世
音
菩
薩
に

近
く
二
種
の
印
相
に
よ
り
見
分
け
ま

す
。（大

日
如
来
の
二
印
）

○
毘
ル
舎
那
如
来

宗
派
　
律
宗
、
華
厳
宗

奈
良
の
大
仏

印
相
　
右
手
の
中
指
を
少
し
折

っ
て

い
ま
す
。

脇
侍
　
光
背
に
沢
山
の
仏
を
付
け
て

い
ま
す
。

以
上
が
基
本
的
な
如
来
の
見
分
け

方
法
で
す
。
し
か
し
宗
派
は
違

っ
て

い
て
も
阿
弥
陀
如
来
を
御
本
尊
と
し

て
い
る
宗
派
も
あ
り
ま
す
。

次
に
観
世
音
菩
薩
の
六
種
に
つ
い

て
見
分
け
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
聖
観
世
音
菩
薩

高
く
結
い
上
げ
た
髪
で
あ
り
、
何

も
持
た
な
い
と
き
は
右
手
、
左
手
ど

ち
ら
か
の
親
指
と
人
指
し
指
で
丸
を

描
い
て
い
る
お
姿
で
す
。
ま
た
は
、

左
手
に
蓮
の
つ
ば
み
か
水
瓶
を
持
つ

お
姿
で
、
お
だ
や
か
で
慈
愛
に
満
ち

た
仏
さ
ま
で
す
。

有
名
な
の
は
百
済
観
音
像

（奈
良
法

隆
寺
、
飛
鳥
時
代
）
や
聖
観
音
像

（奈
良
薬
師
寺
、
白
鳳
時
代
）
で
す
。

○
千
手
観
世
音
菩
薩

千
手
観
音
は
千
手
千
眼
観
音
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
体
よ
り
千
本

の
手
が
出
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
の
法

具
を
持

っ
て
い
ま
す
。
千
の
手
が

一

時
に
多
く
の
動
作
を
な
し
、
そ
の
千

の
手
に
つ
い
て
い
る
千
の
眼
が

一
切

の
事
を
見
通
し
て
い
ま
す
。

最
も
有
名
な
像
は
、
大
阪
府
藤
井

寺
の
わ
が
国
最
古
の
千
手
観
世
音
菩

薩

（天
平
時
代
）
で
す
。

京
都
三
十
三
間
堂
に
は
鎌
倉
時
代

を
代
表
す
る
坐
像
千
手
観
音
書
薩

（湛
慶
作
）
が
あ
り
ま
す
。

○
十

一
面
観
世
音
菩
薩

観
音
の
変
化
身
の

一
つ
で
頭
上
に

十

一
の
化
仏
を
頂
く
観
音
で
す
。

有
名
な
の
は
滋
賀
県
高
月
町
渡
岸
寺

向
源
寺
の
十

一
面
観
世
音
書
薩

（平

安
前
期
）
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
現

存
十

一
面
観
音
像
の
中
で
も
最
高
の

傑
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
奈
良
聖
林
寺
の
十

一
面
観
世

音
菩
薩
で
す
。
天
平
彫
刻
代
表
作
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
馬
頭
観
世
音
菩
薩

馬
頭
観
音
は
馬
頭
大
士
、
馬
頭
明

王
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
の

頂
上
に
馬
頭
を
頂
く
の
が
特
色
で
、

馬
が
草
を
食
べ
つ
く
す
よ
う
に
、
悪

を
取
り
除
く
事
を
本
願
と
す
る
菩
薩

で
あ
り
ま
す
。
観
音
の
中
で
は
唯

一

憤
怒
相
を
表
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
太
宰
府
市
、
観
世
音
寺
の

馬
頭
観
世
音
菩
薩

（藤
原
時
代
）
が

あ
り
ま
す
。

次
に
京
都
府
舞
鶴
市
、
松
尾
寺
、

西
国
三
十
三
所
第
二
十
九
番
で
本
尊

が
馬
頭
観
音
と
言
う
の
は
こ
こ
だ
け

で
す
。

○
准
抵
観
世
音
菩
薩

真
言
宗
で
は
准
抵
観
世
音
菩
薩
と

言
い
、
天
台
宗
で
は
不
空
絹
索
観
音

と
言
わ
れ
、
像
容
は

一
面
三
日
八
臀

〈
特
長
と
し
て
眼
が
三
つ
あ
り
ま

す
。
〉

有
名
な
の
は
奈
良
東
大
寺
法
華
堂

（二
月
堂
）
の
菩
薩
で
す
。

○
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

如
意
輪
観
音
の
初
期
の
姿
は
腕
が

二
本
で
片
足
を
垂
下
し
た
お
姿
で
あ

っ
た
が
、
よ
く
見
か
け
る
の
は
右
手

の
手
の
ひ
ら
を
頬
に
つ
け
右
ひ
ざ
を

立
て
て
い
る
姿
が
基
本
的
で
あ
り
ま

す
。時

代
に
よ
り
、
腕
が
左
右
三
本
で

あ

っ
た
り
足
を
垂
下
し
な
い
も
の
も

見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

有
名
な
の
は
奈
良
岡
寺
、
大
阪
観

心
寺
金
堂
の
菩
薩
像
で
、
両
寺
と
も

平
安
前
期
の
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
五
如
来
と
六
観
世
音

菩
菩
薩
の
主
な
見
分
け
方
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
仏
像
は
信
仰
心
か
ら

拝
観
す
る
人
が
あ
り
、
美
術
的
観
点

か
ら
訪
寺
す
る
人
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
数
多
く
の
仏
像

を
拝
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
の

時
代
、
種
別
、
見
分
け
方
、
装
身
具

の
品
名
も
お
の
ず
と
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

当
初
に
記
し
た
西
国
三
十
三
所
観

音
霊
場
は

一
番
は
和
歌
山
県
那
知
山

青
岸
渡
寺
か
ら
始
ま
り
、
最
終
三
十

三
番
は
岐
阜
県
谷
汲
山
、
華
厳
寺
で

あ
り
、
二
府
五
県
を
巡
る
観
音
霊
場

で
あ
り
ま
す
。

人
々
の
あ
つ
い
信
仰
に
支
え
ら
れ

た
観
音
霊
場
は
、
大
和
町
に
二
ヶ
所

も
あ
り
、
ひ
と
つ
は
剣
、
白
雲
山
観

音
堂
へ
の
参
道
に
立
つ
、
市
指
定
重

要
文
化
財
の
石
仏
で
す
。

二
ヶ
所
め
は
牧
の
篠
脇
城
登
山
道

に
立
つ
石
仏
で
、
二
ヶ
所
と
も
に
三

十
三
石
仏
が
立
つ
て
お
り
、
遠
方
ま

で
参
拝
に
行
か
な
く
て
も
近
く
で
お

参
り
が
で
き
ま
す
。

参
考
資
料

日
本

一
〇
〇
の
仏
像

（日
本
交
通
公
社
出
版
）

仏
像
の
見
方
　
（東
洋
文
化
学
院
）
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春
季
日
帰
り
研
修

『浜
名
湖
北
の

古
刹
を
訪
ね
て
』

河

〈
口
　
利
　
雄

四
月
八
日

（水
）
は
、
文
化
財
旅

行
の
日
。
二

・
三
日
前
か
ら
当
日
の

天
候
が
気
に
な
り
、
テ
レ
ビ
の
週
間

天
気
予
報
に
目
が
行
く
。

当
日
は
、
生
憎

「寒
の
戻
り
」
で

寒
く
て
雨
と
の
こ
と

「最
悪
だ
　
折

角
の
旅
行
な
の
に
」
と
残
念
に
思
う
。

七
時
出
発
と
の
こ
と
で
、
集
合
場

所
の
大
和
農
協

へ
急
い
だ
。　
一
番
遅

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
皆
さ
ん
の

明
る
い
顔
に
迎
え
ら
れ

「天
候
に
曇

り

。
寒
風
な
し
。
先
ず
は
喜
ば
な
く

て
は
」
と
、
車
上
の
人
と
な
る
。

三
浦
泰
治
氏
と
ご

一
緒
さ
せ
て
も

ら
い
歓
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
車
は

計
画
通
り
目
的
地
を
目
指
し
て
走

る
。「歴

史
ロ
マ
ン
に
包
ま
れ
た
浜
名
湖

北
の
古
刹
を
訪
ね
る
」
こ
と
が
主
た

る
テ
ー
マ
で
、
浜
名
湖
遊
覧
が
加
え

ら
れ
た
今
度
の
旅
行
、
以
下
そ
の
概

要
と
印
象
を
略
記
し
た
い
。

【
一
】
方
広
寺

（ほ
う
こ
う
じ
）

東
海
屈
指
の
名
刹
、
臨
済
宗
の
大

本
山
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
山
岡
鉄

斎
書
額
「深
王
山
（じ
ん
お
う
ざ
ん
と

の
示
す
如
く
、
本
堂
の
威
容
、
六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
境
内
に
圧
倒

さ
れ
る
。
俗
世
界
を
離
れ
た
幽
玄
な

世
界
に
驚
か
さ
れ
た
。
三
重
の
塔
や

六
〇
余
棟
の
他
、
渓
流
に
か
か
る
赤

い
立
橋
が
目
を
引
い
た
。

祀
ら
れ
て
い
る
半
僧
坊
大
権
現
、

釈
迦
三
尊
像
の
他
、
各
所
に
見
ら
れ

る
五
百
羅
漢
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
が

印
象
に
残

っ
た
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、

心
安
ま
る
雰
囲
気
に
満
ち
た
寺
で
、

学
生
や
企
業
の
研
修
道
場
と
し
て
利

用
も
さ
れ
て
い
る
の
も
、
頷
け
る
。

【
二
】
龍
渾
寺

（り
ょ
う
た
ん
じ
）

臨
済
宗
の
古
刹
で
、
宗
良
親
三
井
伊

家
の
書
提
寺
で
、
本
尊
は
虚
空
蔵
菩

薩
で
あ
る
。

建
物
は
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の
た

た
ず
ま
い
を
残
し
て
点
在
し
て
い
た
。

堂
内

「鴬
張
り
」
の
廊
下
を
左
甚
五

郎
作
の
龍
の
彫
刻
を
見
て
、
本
堂
裏

の
庭
園
に
出
る
。

小
堀
遠
州
作
の
こ
の
庭
園
は
、
三

つ
の
築
山
に
、
東
西
に

「心
字
池
」

が
流
れ
、
数
多
く
の
石
組
み
に
よ
る

枯
滝
に
魅
了
さ
れ
た
。

昼
食
は
、
舘
山
寺
さ
か
な
家
で
、

早
朝
出
発
の
空
腹
を
満
た
し
、
満
足

し
て
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

昼
食
後
の
浜
名
湖
遊
覧
は
、
悪
天

候
の
た
め
三
〇
分
に
短
縮
さ
れ
た
。

波
穏
や
か
で
、
移
り
ゆ
く
周
囲
の
景

色
の
よ
さ
を
堪
能
し
た
。
東
名
高
速

道
路
の
橋
の
遠
望
が
印
象
的
だ
っ
た
。

【三
】
摩
詞
耶
寺

（ま
か
や
じ
）

高
野
山
真
言
宗
の
古
刹
で
、
平
安

時
代
の
御
仏
に
出
会
え
る
寺
と
し
て

有
名
。
本
尊
は
千
三
百
年
を
経
た
「千

手
観
音
像
」
。
「子
育
て
観
音
」
と
し

て
、
永
く
多
く
の
人
々
に
信
仰
さ
れ

て
き
た
。
退
色
が
進
ん
で
は
い
た
が

唇
の
朱
色
が
鮮
や
か
に
残

っ
て
い
る

の
が
印
象
的
だ

っ
た
。
更
に
、
花
鳥

な
ど
が
極
彩
色
で
描
か
れ
た
も
の
、

鮮
明
な
色
で
残

っ
て
い
る
の
も
あ
り

驚
か
さ
れ
た
。

ご
真
言
は
仏
に
よ

っ
て
違
う
と
の

こ
と
、
秘
仏
厄
除
観
世
音
菩
薩
の
場

合
は

「お
ん
あ
み
り
た
　
て
い
せ
い

か
ら
う
ん
」
と
唱
え
お
祈
り
す
る
と

か
、
浄
土
真
宗
は
南
無
阿
弥
陀
佛
の

念
仏
で
簡
単
な
も
の
と
思

っ
た
。
ま

た
、
庭
園
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
も
の

と
し
て
そ
の
力
強
い
石
組
み
が
特
徴

で
、
周
り
の
木
々
は
も
ち
ろ
ん
、
遠

く
の
山
々
ま
で
含
め
た
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ

た
。予

定
通
り
の
見
学
を
終
え
て
二
七

名
は
無
事
帰
路
に
就
い
た
。
旅
の
疲

れ
と
バ
ス
の
適
度
の
揺
れ
で
、
心
地

よ
い
夢
路
を
辿
る
。
途
中
、
明
日
の

好
天
を
約
束
す
る
よ
う
な
美
し
い
夕

焼
け
に
出
会
う
。

「
一
日
ズ
レ
れ
ば
も

っ
と
よ
か

っ

た
の
に
」
と
欲
が
出
る
。
た
く
さ
ん

の
土
産
物
と
土
産
話
を
成
果
に
今
年

の
春
の
文
化
財
研
修
旅
行
は
終
わ
っ

た
。

広方寺 全景

左甚五郎作の龍の彫刻小堀遠州作の庭園

摩訂耶寺 本堂前にて

摩詞耶寺 庭園
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秋
季
日
帰
り
研
修

『奈
良
県
宇
陀
と
三
重
県
伊
賀
の

歴
史
と
文
化
を
訪
ね
て
』

山

田

正

代

秋
の
日
帰
り
研
修
は

一
一
月

一
二

日

（木
）
に
行
わ
れ
、
三
重
県
伊
賀

流
の
里
と

「女
人
高
野
」
室
生
寺
の

拝
観
を
し
た
。
当
日
は
、　
一
一
月
と

は
言
え
寒
く
も
な
く
気
持
ち
の
よ
い

天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
二
八
名
で
出

発
し
た
。
私
た
ち
神
路
組
は
毎
回
バ

ス
の
最
後
列
を
と
る
た
め
、
わ
ざ
わ

ざ
始
発
の
Ｊ
Ａ
大
和
支
店
前

へ
集
ま

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
る
で
子
ど

も
の
席
取
り
の
よ
う
で
あ
る
が
、
毎

回
そ
の
行
為
を
楽
し
ん
で
い
る
。

【
一
】
三
重
県
伊
賀
の
里

伊
賀
と
い
え
ば
忍
者
、
く
ノ

一
な
ど

を
ま
ず
思
い
出
す
。
伊
賀
の
里
で
は
、

伊
賀
流
忍
者
博
物
館
を
見
学
し
た
。

外
観
は
、　
一
見
何
の
変
哲
も
な
い

普
通
の
茅
葺
き

（か
や
ぶ
き
）
の
農

家
だ
が
、
家
の
内
部
に
は

「ど
ん
で

ん
返
し
」

や

「抜
け

囃
瞳【」「醐

締
ど
の
仕
掛

け
や
か
ら

く
り
を
備

え
て
お

り
、
忍
者
装
束
の
ス
タ
ッ
フ

の
実
演
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

「忍
術
」
は
戦
い
を
避
け
て
、
お

互
い
に
平
和
に
生
き
る
た
め
の
技
術

や
知
識
を
集
め
た
も
の
で
、
戦
う
こ

と
が
目
的
で
な
い
こ
と
を
、
今
回
の

見
聞
で
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
。【

二
】
室
生
寺

（む
ろ
う
じ
）

奈
良
県
宇
陀
の
室
生
寺
は
、
「女
人

高
野
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
古
刹

で
あ
る
。
道
中
バ
ス
は
、
か
な
り
深

い
山
の
中
を
く
ね
く
ね
と
進
み
、
途

中
集
落
ら
し
き
も
の
も
全
く
見
ら
れ

な
い
。
や
が
て
旅
館
や
店
が
立
ち
並

ぶ
門
前
町
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
中

を
進
み
、
室
生
川
に
か
か
る
朱
塗
り

の
太
鼓
橋
を
対
岸
ま
で
渡
り
き
る

と
、
美
し
い
紅
葉
に
迎
え
ら
れ
、
表

門
を
く
ぐ
る
と
そ
こ
は
全
く
の
別
世

界
が
広
が

っ
た
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
太
鼓
橋
を
渡

っ
て
い
る
と
き
、
室
生
川
は
水
量
も

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
大
小
様
々
な

石
や
砂
地
が
鮮
明
に
見
え
た
。
私
た

ち
の

一
人
が
、
砂
の
上
に
無
数
の
足

跡
を
発
見
し

「あ
れ
は
何
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
の

結
論
は

「鹿
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

一
応
納
得
し
た
。

「さ
す
が
郡
上
の
人
間
、
日
の
つ
け

ど
こ
ろ
が
違
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

一
同
太
鼓
橋
の
上
で
大
笑
い
を
し
て

し
ま

っ
た
。
い
つ
も
は
予
習
な
ど
し

な
い
私
で
す
が
、
今
回
は
な
ぜ
か
興

味
を
強
く
持
ち
、
金
堂
、
弥
勒
堂

（み
ろ
く
ど
う
）
灌
頂
堂

（か
ん
じ

ょ
う
ど
う
）
五
重
の
塔
な
ど
に
つ
い

て
の
知
識
を
少
し
は
頭
に
入
れ
て
、

こ
の
旅
に
出
か
け
て
い
た
。

金
堂
へ
向
か
う
鎧
坂

（よ
ろ
い
ざ

か
）
を
歩
く
と
き
、
石
の
階
段
脇
に

多
く
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
生
い
茂
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
仔
ま

い
は
、
あ
た
か
も
こ
れ
か
ら
迎
え
る

雪
の
季
節
に
備
え
る
か
の
よ
う
に
ひ

っ
そ
り
と
し
て
い
た
。

調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
通
常

市
街
地
の
花
屋
の
店
頭
に
並
ぶ
の
は

ほ
と
ん
ど
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ら

し
い
が
、
室
生
寺
の
も
の
は
す
べ
て

日
本
産
の
ホ
ン
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

坂
を
上
り
き
る
と
、
い
よ
い
よ
金

堂
、
弥
勒
堂
、
そ
し
て
灌
頂
堂

（本

堂
）
の
威
容
が
見
え
て
く
る
。
い
ず

れ
も
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
そ
れ

ら
建
物
の
内
部
に
は
千
年
以
上
も
前

に
作
ら
れ
た
仏
像
が
や
さ
し
い
表
情

で
迎
え
て
く
れ
て
、
平
安
時
代
や
鎌

倉
時
代
に
思
い
を
馳
せ
た
。

旅
の
前
に
、
写
真
家
土
門
拳
の
釈

迦
如
来
坐
像

（国
宝
、
弥
勒
堂
）
の

横
顔
の
写
真
を
見
た
。
そ
の
作
品
は

「虚
空
を
見
つ
め
る
日
、
明
瞭
な
鼻
、
二思

志
的
な
□
元
、
仏
像
の
霊
的
な
力
を

あ
ら
わ
し
た
忘
れ
が
た
い
作
品
だ
。
こ

の
像
く
ら
い
利
口
で
頭
の
い
い
顔
を

し
た
、
そ
し
て
、
天
下
第

一
の
美
男

の
仏
像
は
な
か

っ
た
」
と
絶
賛
し
て

い
る
。
私
は
、
こ
の
仏
像
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
量

感
を
も
つ
像
が
平
安
時
代
に
作
ら
れ

た
こ
と
に
何
と
も
言
え
な
い
感
動
を

覚
え
た
。

そ
の
あ
と
、
奈
良
～
平
安
時
代
に

作
ら
れ
、
現
存
す
る
中
で
最
も
小
さ

く
優
美
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
国
宝

の
五
重
の
塔
に
歩
を
進
め
た
。

こ
の
塔
は
台
風
の
被
害
を
受
け
て

い
る
。
平
成

一
〇
年
の
台
風
に
よ
る

風
で
、
脇
に
あ

っ
た
樹
齢
六
五
〇
年

程
の
杉
の
大
木
が
倒
れ
か
か
り
、
塔

の
屋
根
の
ひ
さ
し
を
上
か
ら
下
ま
で

バ
リ
バ
リ
と
壊
し
て
し
ま

っ
た
の
で

あ
る
。
私
は
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
と
き
、
た
ま
た
ま
こ
の
屋
根
の
修

復
工
事
を
手
掛
け
た
松
田
敏
行
氏
の

著
作

「室
生
寺
五
重
塔

一
二
〇
〇
年

の
生
命
」
と
出
会
い
、
早
速
購
入
し

て

一
気
に
読
ん
だ
。

私
は
、
時
間
の
都
合
上
ど
う
し
て

も
行
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
奥
の

院
、
お
大
師
さ
ん

（弘
法
大
師
）
の

御
影
堂
に
参
拝
し
た
い
と
思

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
い
つ
か
の
楽
し
み

に
し
た
い
。

私
に
と

っ
て
、
室
生
寺
千
三
百
有

余
年
の
時
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
た

仏
像
や
、
慎
ま
し
く
優
美
に
た
た
ず

む
建
物
に
触
れ
た
今
回
の
旅
は
、
心

が
癒
さ
れ
、
そ
し
て
、
心
に
残
る
秋

の
旅
と
な

っ
た
。

忍者が使った

用具の展示

灌頂堂 (本堂)

五重の塔前での記念写真
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吻 颯 畿
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議
苺 擁

甕
苺 畿

瘍
簿 擁

鰊
檸

聰
警 苺 難 驚 苺 機

畿・
.颯 警 ・ 参 お

'
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春
寒
し
文
字
も
言
葉
も
忘
れ
ゆ
く

北
窓
も
よ
う
や
く
芽
木
の
明
り
か
な

明
日
は
咲
く
　
桜
の
下
に
　
登
校
す

遠
く
に
も
わ
が
頭
上
に
も
初
音
か
な

落
椿
鯉
の
口
づ
け

一
度
き
り

巻

笹
鳴
き
の
声
の
移
れ
ど
藪
深
し

前
山
の
ま
だ
整
わ
ぬ
初
音
聞
く

か
た
ま
り
て
草
出
る
す
き
な
し
牡
丹
の
芽

赤
椿
矢
鱈
に
多
き
前
釦

鶯
の
谷
渡
り
聞
く
好
日
か
な

寛

明
　
代

」込
　
藤

富
貴
子

ム
望
に
晨
よ

ち
ら
ほ
ら
と
明
建
さ
く
ら
人
を
呼
ぶ

栗
巣
川
ア
マ
ゴ
放
流
川
鵜
舞
う

鮎
育
つ
農
業
遺
産
の
長
良
川

山
里
の
タ
ム
シ
バ
の
咲
く
日
和
か
な

タ
ム
シ
バ
＝
辛
夷
の
な
か
ま

川
沿
い
に
つ
く
つ
く
伸
び
る
土
筆
あ
さ

山

内

敏

子

主日
　
本
　
ユ
リ
子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
流
れ
に
乗
れ
ず
老
い
の
身
は
風
強
き
日
に
恐
れ
と
な
れ
り

寒
暖
の
移
り
激
し
き
冬
さ
な
か
苦
は
咲
く
を
迷
い
て
お
り
ぬ

意
の
如
く
マ
ウ
ス
動
か
ぬ
も
ど
か
し
さ
お
り
し
も
重
力
波
の
ニ
ュ
ー
ス

八
時
間
か
け
て
豆
煮
る
土
井
さ
ん
の
レ
シ
ピ
ふ
く
ふ
く
豆
煮
え
あ
が
る

大
声
で

「私
の
部
屋
が
欲
し
い
の
」
と
八
才
宣
言
元
日
の
朝

癬 蠅 華
疼

警
苺 苺

義
軸

総
蓼 鰺

響
蔭 薔

畿 毒 難 囃 苺 泰 棗 籐 4‐ 欝 率 ・ 欝 タ ン 魏
曖 蜀
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熱
一ヽ一一一一一ヽヽ翡
形魏

井

俣

初

枝

ね
が
わ
く
は
外
に
も
連
れ
だ
ち
石
地
蔵
触
れ
も
さ
せ
た
し
五
月
の
風
に

建
立
は
種
の
居
座
る
マ
イ
ホ
ー
ム
己
が
心
の
虫
動
き
出
す

ま
ろ
や
か
に
千
の
泡
た
つ
一
服
の
黒
楽
茶
碗
手
び
ね
り
の
ぬ
く
み

ロ
ボ
ツ
ト
に
な
リ
シ
ン
デ
レ
ラ
の
城
と
な
り
箱
は
魔
法
の
夢
の
工
場

朝
茶
の
む
二
人
に
孫
ら
わ
り
込
み
て
四
人
は
四
人
の
空
気
を
放
つ

山

内

敏

子

夏
山
に
抱
か
れ
映
え
る
雪
解
け
の
里
も
う
る
お
す
白
水
の
滝

山
女
住
む
阿
弥
陀
ヶ
滝
の
残
雪
に
熊
に
用
心
腰
に
鈴

つ
け

新
緑
の
長
滝
神
社
神
々
の
延
命
の
水
病
む
夫
に
汲
む

深
山
よ

麹
と 御み
よ 手た
り 洗ら
い
¨
輔
脚
開
輔
　
　
　
　
　
・馘
靱
鶴
鋏
恣

神

の
森
円
空

の
里
釜
ヶ
滝

こ
く
こ
く
と
湧
く
冷
水
を
飲
む

一蒻

″後

大

野

紀

子

文
化
財
研
修
旅
行
も
久
し
く
て
顔
ぶ
れ
新
た
な
り
浦
島
太
郎

文
化
財
巡
り
は
小
浜
明
通
寺
雨
が
桜
の
と
き
を
は
づ
せ
り

小
槌
も
て
迎
ふ
る
社
長
の
赤
銅
着
焼
き
さ
ば
鮨
に
さ
ば
缶
買
ひ
ぬ

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
つ
つ
研
ぎ
し
箸
と
ど
か
ぬ
思
ひ
ム
ジ
ャ
ノ
く
、
模
様

鳳
凰
の
羽
根
を
残
せ
し
羽
賀
寺
の
張
り
あ
る
女
人
の
声
よ
ど
み
な
く

一二
一一一一一ミ
一灘
■

石

神

尭

生

蕗
の
菫
蜜
吸
ふ
虫
の
二
つ
三
つ

「
ご
め
ん
な
せ
え
よ
」
と
声
か
け
摘
み
取
る

宮
森
の
節
分
草
を
見
尽
く
し
て
ズ
ボ
ン
に
付
き
し
草
の
実
払
ふ

芝
桜

・
木
瓜
と
咲
き
継
ぐ
寒
の
庭
蒲
公
英

一
輪
恥
ず
か
し
げ
に
咲
く

こ
の
郷
の
緑
の
空
気
バ
リ
バ
リ
と
吸
ひ
て
百
ま
で
母
は
生
き
た
り

耳
鳴
り
の
母
病
み
し
年
近
づ
き
て
我
ま
た
近
ご
ろ
耳
鳴
り
覚
ゆ
る

お 鷲 ″ 移 ′
苺

撃

籠 奮

鍮
・

麟
|=´

彗 苺
鸞

彎 鷲
然

｀ ｀ 讐
シ

鑢 ゛ 檬
警

‐
・

.簑
″
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四
月
　
八
日

（水
）

二
三
日

二
四
日

五
月

　
一
日

一
四
日

（本
）

二
九
日

（水
）

六
月

一
七
日

七
月

一
五
日

一
七
日

二
五
日

八
月
　
七
日

九
月
　
四
日

十
四
日

三
〇
日

一
〇
月
二
〇
日

二

月

二

日

一
二
日

（本
）

二
六
日

一
二
月

一
二
日

二
月

一
二
日

一
九
日

二
六
日

三
月

一
六
日

金 金 木水 火 水 月 金 金 上 金 木 水水 金 金 金 土 木

春
季
日
帰
り
研
修

（歴
史
ロ
マ
ン
に
包
ま
れ
た
浜
名
湖
北
の
古
刹
を
訪
ね
て
）
参
加
者
二
七
名

「文
化
財
や
ま
と
」
四
〇
号
編
集
委
員
会
　
原
稿
の
進
捗
状
況
の
確
認

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（二
七
年
度
諸
計
画
等
）

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度
へ
の
取
り
組
み

平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇
三
会
議
室
）

平
成
二
七
年
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
第
四
十
号
最
終
編
集
会
議

平
成
二
七
年
度
総
会

（大
和
庁
舎
　
防
災
研
修
室
）

①
平
成
二
六
年
度
事
業

・
決
算
報
告
　
②
平
成
二
七
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

③
役
員
の
交
代
に
つ
い
て
　
　
④
会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
講
話

「凌
霜
隊
と
凌
霜
塾
運
動
に
つ
い
て
」

佐
藤

光

一
氏

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四
十
号
発
刊

（
発
行
部
数
二
〇
〇
部

）

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（文
化
財
愛
護
標
柱
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

。
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
執
行
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
役
員
会
（平
成
二
七
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
。実
施
に
つ
い
て
）

西
宝
寺
お
よ
び
金
剣
神
社
文
化
財
標
柱
立
替

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

（於

¨
美
並
町
　
星
の
宮
神
社

）

秋
季
日
帰
り
研
修

（晩
秋
の
奈
良

・
宇
陀
の
古
刹
を
訪
ね
て
室
生
寺
と
伊
賀
の
里
へ
）

参
加
者
二
八
名

第
四
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会

（事
業
大
バ
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
懇
親
会
）

研
修
部
会

（平
成
二
八
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

（平
成
二
八
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
役
員
会
　
（平
成
二
八
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

。
会
計
報
告
）

文
化
財
や
ま
と
編
集
会
議

濠
習
ロ
リ
蒻
％冬
珍蓼

ほヽ
蒸
案
）

:ヽ

四
月
　
七
日

（本
）

二
四
日

（日
）

五
月
　
九
日

（月
）

一
八
日

（水
）

一
八
日

（水
）

二
八
日

（土
）

六
月
　
下
旬

七
月
　
五
日

（火
）

一
四
日

（木
）

中
旬

三
十
日

（土
）

八
月
　
七
日

（日
）

二
〇
～
二

一

九
月
　
一ハ
日

（火
）

一
三
日

（火
）

二
七
日

（火
）

一
一
月
　
初
旬

中
旬

二
九
日

（火
）

一
二
月

一
〇
日

（土
）

二
月
　
九
日

（木
）

一
六
日

（木
）

二
八
日

（火
）

二
月

一
六
日

（木
）

下
旬

春
季
日
帰
り
研
修

（若
狭
小
浜
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
て
）
参
加
者
三
二
名

高
鷲
開
拓
記
念
館
開
館
式
典

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度
へ
の
取
り
組
み

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
四

一
号
編
集
会
議

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇

一
会
議
室
）

平
成
二
八
年
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（平
成
二
八
年
度
諸
計
画
等
）

平
成
二
八
年
度
総
会

（大
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

①
平
成
二
七
年
度
事
業

。
決
算
報
告

②
平
成
二
八
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

④
記
念
講
演

「全
国
に
散
ら
ば

っ
た
千
葉

一
族
」

千
葉
氏
研
究
家

。
建
長
寺
調
査
員
　
　
鈴
木
　
佐

（た
す
く
）
氏

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四

一
号
発
刊

（
発
行
部
数
二
五
〇
部

）

郷
上
の
歴
史
探
究

（万
場
地
区
）

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
（文
化
財
愛
護
標
柱
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

。
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

千
葉
氏
サ
ミ
ッ
ト
参
加

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
執
行
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
役
員
会
（平
成
二
八
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
。実
施
に
つ
い
て
）

秋
季
日
帰
り
研
修

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

第
四
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会
（事
業
大
ム
計
中
間
報
告
、当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
懇
親
会
）

研
修
部
会

（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
役
員
会
　
（平
成
二
九
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

大
バ
計
報
告
）

「文
化
財
や
ま
と
」
四
二
号
編
集
会
議

第
三
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
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会 簿 (順不D 平成 28年 5月現在

|●■藤IFFl

旗 勝 美  (剣 )88-2031

日 置 敏 明 1人間見)882254

■■IAll

田 中 和 久 (理事)88-2200

田 中 康 ク、    88-2200

森 前 登志子   88-3479
/1ヽ 池 祐  二二     88-4064

/1ヽ 池 土 子     88-4064

'可

 合   恒 (理動 88-2358

i可
△ 尚   88-2304

日 置 智 夫     88-2730

田
●
、

′
― 全 廣     88-3835

田 代 寿 子     88-3835
■
ガ 藤 血

ハ
子     88-3687

河 合 利 雄 鯉事)88-3520
■
〃 藤 文 蔵     88-2802

佐 藤 光  ―́ 1名誉会長)88-3201

佐  藤  八重子    88-3201

山 内 博     88-2886

山 内 悦 子     88-2886

本す 瀬 メ、    88-2128

本寸 瀬 方 彦     88-2008

日 置 武 雄     88-2303

|■大1闘見

大 野 一 道 (理事)882230

大 野 糸己 子     88-2230

青 木 ユリ子   88-3477
村 井 紀 幸 (理事)882323

池 田 充 彦 け里事)882796
/1ヽ 野江     勉     88-2725
三
日 水

“

乍     88--3086

藤 代 力瞑 イ子     88-3060

松 井 賢 雄 (理事)88-3991

坪 井 由佳子   88-3990
■蒼■場

桑 田 守 夫 (理事)882514

石 神 尭 生     88-2413

畑 中 真智子   88-2441
稲 葉 和 巳   88-2503

黒 岩 弘 己  882458

桑 田 洋  -     88-2414
土日 地 正 男     88-2447

大 井 正 明 (理事)88-2894

チト 俣 初 本支     88-2758

寛 明 代     88-2532

大 井 峰 雄  882893
旗   清 子 (理事)88-4170

大  中  登志枝     88-3624
|■1徳■1永

細 江 幸 久 (書調 884157
山 内 孝 -  88-2616
渡 辺 睦 子 (理事)882076
」込 藤 賢 逸    88-4141

遠 藤 富貴子   88-4141
本す  瀬  ]ホ ,台良る     88-2602

山 内 敏 子     88-2120

■1神 ■路

田 正 代 鯉事)88-2114

臼 田 浄 円   88-3461
可
４ 生 ,青    88-2271
山 田 味代子   88-2844
山 田 敬 子  882336
臼 田 金 市  883883
臼 田 路  子   88-3883

野 田 加奈枝   88-3460
山 田 幸 子     88-2693

鋼■1牧

齋  藤  武  生 (会長)88-3922

齋 藤 純 子  883922

滝 日 一 正   88-3064

松 森 幹 男     88-3919

遠 藤 伝 司 (監事)883934

日  置  光  ―̂     88-3001

瀧  日  千イtうに     88-3059

浦 泰  ,台 (理事)88-9080

三 浦 愛 子   88-9080

栗飯原 明 子   88-2362
日 置 人 司     88-2662

田 回 勇 治 (理事)88-3950
壮返 藤 局 真     88-2890

野 田 嘉 明     88-3043

金 子 政 子     88-3426

早 瀬 ふみ子   88-3327

■栗■巣

寛   政之助 (理羽 88-4031

島 崎 増 造 (監羽 88-2236

野 田 恵 光     88-4027

増 田 洋 子  88-4041
■1古■道

細 り||    イ憂 (理事)88-2861

1青 水 克 巳    88-2862

金 子 徳 彦
=副

会長)88-3063

松
■
プ

主
目 治    88-3118

十込 一騰 賢 雄     88--3983

菫名‐皿部

佐 尾 チ ドリ (理事)88-3544

有 代 員 一 (1里事)883791

‖落■部

常 平    毅 (副 会月 88-3837

常 平 真由美   88-3837

本 川 喜代±   88-3833

本 土
目 子     88-3833

柴 垣 ョ命    88-3239

柴 垣 香久子   88-3239
小 島 与 三  883814

1菫■1島|

奥 田
日
日 明    88-2520

森 藤 雅  ,設 (理事)88-2684

奥 田 弘 親    88-2431

木 島   清   88-3304
森 藤

ヨ
ヒ

立
月 史    88-2154

和  田  IFフ八、良3     88-4324

森   憲 司 (会計)88-2554

田 中 篤     88-2792

山 田 長 次     88-3648

雉 野 尚 子  883564

正  会

家 族 会

名

　
名

９

　

　

　

１

員

　

員
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一項 一日 決■算■額 摘 一要

前 年 度 繰 越 金 6,089 平成26年度より

会 員 会 費 191,000
正会員2,000円 ×89名

家族会員1,000円 ×13名

助 成 金 81,000 郡上市より

雑 1又 入 12 預金利息

本 計 278,101

◆◆◆平成27年度 決算報告書 ◆◆◆

(収入の部)             (単 位 :円 )

(支出の部)

◆◆◆平成28年度 予算(案)◆◆◆

(収入の部)             (単 位 :円
)

(単位 :円
) (支出の部)

「文
化
財
や
ま
と
」
第
四
十

一
号
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
八
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
／
齋
藤
武
生
　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

(単位 :円
)

項
一日 予■算■額 摘 要

総  会  費 25,000 感謝状贈呈 記念講演

議 費 10000 執行部会 運営各部会
役員会

会 議 費 小 計 35,000

会 報 発 行 費 60,000
報
螂

〈ム
∝ω

「文化財やまと41号 J

ボン

弗
貝

一パ
営

一ホ

運
30,000 ホームページの公開

奉 仕 活 動 費 10,000
文化財清掃奉仕作業
傷害共済

文 化 財 保 護 費 25,000
七日祭・赤保木祭
文化財標柱設置

研 修 費 90,000
春季・秋季日帰り研修補助
役員研修

記念事業積立金 10,000

事 業 費 小 計 225,000

消耗品・事務費 5,000 用紙代・印刷代 等

通  信  費 10,000 はがき・切手 送料

事務局 費小 計 15,000

負  担  金 市協議会ヘ

予  備  費 14,000

計 309,000

平成27年度の歳入 。歳出処理について監査を行った結果、適正に処理されていました。

平成28年 5月 9日

監事 島 崎 増 造
り  

遠 藤 伝 司 優動

項
一国 予■算■額| 摘 要

前 年 度 繰 越 金 542 平成27年度より

会 員 会 費 227,000
正会員92名 家族会貝 13名

特別会員 賛助会員

助 成 金 81,000 郡上市より

雑  収  入 458 預金利息 等

△
計 309,000

項 目 決■算■額| 摘 1要|

総   会  費 3.348 お茶 等

峨 費 8,576
執行部会 運営各部会
役員会

会 議 費 小 計 11,924

会 報 発 行 費 56,160
報
螂

会
２０

「文化財やまと40号」

ジ

・費
一摩

作
一ホ

制
14,000

大和町文化財保護協会
ホームページ

奉 仕 活 動 費 9798 文化財清掃奉仕作業
傷害保険

文 化 財 保 護 費 25064
七日祭。赤保木祭 文化
標柱設置

研  修  費 105,694
春季・秋季日帰り研修補助
役員研修

事 業 費 小 計 210,716

消耗品費・事務費 4,980 用紙代・印刷代 等

通  信  費 9,939 はがき。切手 送料

事務局 費小 計 14,919

負 IB 金 20,000 市協議会ヘ

補  助  費 20,000 「史苑やまとJ発行補助

次 年 度 繰 越 金 542

△
計 278,101

□
□
□
□

今
年
三
月

一
四
日
か
ら
熊
本
で

は
大
地
震
が
続
き
、
多
く
の
方
々

が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
な
お

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
々
の
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛

み
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
震
災
で
は
熊
本
城

を
始
め
と
す
る
多
く
の
歴
史
的
建

造
物
が
損
壊
し
て
お
り
、
文
化
財

を
守
り
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
本
号
の
記
事
の
中
で
、

齋
藤
会
長
か
ら
は
明
建
神
社

の

「
門
松
」
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

だ
き
ま
し
た
。
東
国
に
ル
ー
ツ
が

あ

っ
た
と
は
大
発
見
で
あ
り
、
東

家
と
明
建
神
社
の
繋
が
り
を
再
確

認
す
る
も
の
で
す
。

大
井
氏
か
ら
は
四
〇
号
に
引
き

続
い
て
、
如
来
や
菩
薩
像
の
見
分

け
方
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
教
授
い

た
だ
き
ま
し
た
。

春
季
秋
季
日
帰
り
研
修
の
紀
行

文
は
、
読
み
返
す
度
に
あ
の
と
き

の
感
動
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

文
芸
欄
等
毎
回
寄
稿
し
て
く
だ
さ

る
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
で
は
、
「文
化
財
や
ま
と
」

四

一
号
を
じ

つ
く
り
と
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

（幸
久
）
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